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研究成果の概要（和文）：今回、真菌を原因抗原とする過敏性肺炎に対して早期診断法を確立するべく、１）HP13例の
居住環境調査を行い、環境真菌相を明らかにした。２）HP患者の肺胞洗浄液の真菌培養を行った。３）真菌に対する特
異抗体の存在の有無を免疫沈降法を用いて検討した。４）標準株を用いて真菌抗原を抽出する事に成功した。５）真菌
抗原を用いて、健常者コントロール9例、HP患者3例の血液検体を用いたリンパ球刺激試験（LST）を行った。抽出した
真菌抗原を用いたLSTは、HPの早期診断に繋がる可能性が高いと考えられる。また真菌抗原を用いて患者血清との免疫
沈降法を行い、LSTとの相関を検討していく予定である。

研究成果の概要（英文）：Many cases of mycosis associated hypersensitivity pneumonia (HP) have reported 
recently, and environmental fungi except Trichosporon have attracted additional attention, however early 
diagnostic methods have not been available. The main objective was the establishment of early diagnostic 
procedures for mycosis associated HP. First, we demonstrated major environmental fungi by environmental 
surveillance and fungal culture of thirteen HP cases. Second, we revealed fungal culture of 
bronchoalveolar lavage from HP patients. Third, we elucidated specific antibody against fungi by 
immunoprecipitation methods in 84 cases. Fourth, we succeeded fungal antigen extraction of several fungi 
found out from environmental surveillance. Fifth, we demonstrated negative results of lymphocyte 
stimulating test (LST) by four fungal antigen extracted standard strain in healthy volunteer. Then we 
demonstrated positive results of LST in three HP patients.
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１．研究開始当初の背景 

 

過敏性肺炎（HP）の診断は 1990 年作成の診

断基準が現在も利用されているが、原因抗原

を特定するに至っては限られた施設での特

異抗体検査や抗原によるリンパ球幼若化試

験を行う必要があるなど困難な、推定できな

いことも多い。また、住居関連など真菌と関

連がある HP の報告は増加しており、

Trichosporon 以外の環境真菌の重要性も注

目されているが、早期診断の手法は確立され

ていない。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は真菌を原因抗原とする HP に対して

早期診断法を確立するべく、環境真菌相や肺

内に吸入された真菌など発症環境を把握し、

また、原因として推定される真菌の標準株を

用いて患者末血単核球/リンパ球の反応を理

解することで HP 早期診断に繫がることを目

的とする。 

 

３．研究の方法 

 

住居関連性の慢性過敏性肺炎（HP）などの真

菌が関与するHPの早期診断法を確立すべく、

【Ⅰ】真菌関与 HP 患者の肺内に吸入された

真菌 DNA を検出解析し、また、居住環境調査

で環境真菌相を解析し、真菌関与 HP 患者に

おいて発症環境を解析する。【Ⅱ】すでに HP

の原因と報告されている真菌や環境調査で

検出された真菌の標準株を用いて、患者単核

球・リンパ球を刺激し、培養上清中のサイト

カインプロファイルの解析（AHP では Th1 サ

イトカイン優位に、また、CHP では Th2 サイ

トカイン優位になることが予想される）やリ

ンパ球刺激（幼若化）試験を行い、真菌が HP

患者単核球／リンパ球に対する作用を解明

する。 

４．研究成果 

 

まず HP13 例の居住環境調査を行い、環境か

ら採取した検体で真菌培養を施行し、よく検

出される環境真菌相を明らかにした。また HP

患者の肺胞洗浄液の真菌培養を行い真菌の

検出を試みた。次いで真菌に対する特異抗体

の存在の有無を相模原病院の協力を得て、84

例で免疫沈降法を用いて検討した。続いて環

境調査よりよく検出される真菌の４種類

（ Aspergillus flavus, Cladosporium, 

Acremonium Sp, Trichosporon Sp）の標準株

を用いて真菌抗原を抽出する事に成功した。

この真菌抗原を用いて、健常者コントロール

9 例の血液検体を用いたリンパ球刺激試験

（LST）を行い、比較的陰性が多い結果を確

認した。続いて HP 患者 3 例の血液検体を用

いて同様の LST を施行したところ、有意に高

値で陽性となることが判った（現在進行中）。

この標準真菌株から抽出した真菌抗原を用

いた LST は、HPの早期診断に繫がる可能性が

高いと考えられ、さらに検討数を増やしてい

く予定である。また真菌抗原を用いて患者血

清との免疫沈降法を行い、LST との相関を検

討していく予定である。 
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